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イタリアにおける地方自治のシステムは、2001 年の憲法的法律第 3 号によって根本的に改め
られた。「コムーネ（comune）、県（provincia）、大都市（Città metropolitane）、州と国によって




















 1944 年の国王勅令によってシチリアに国家行政の分権機関として、高等弁務官事所（alto 
commissariato civile）が設立された。続いて、弁務官を補佐し、憲章の草案を練るべく、政治家
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の代表や有識者で構成された州評議会が設立された1。憲章案は 1945 年 12 月 13 日州評議会が
承認した後、1946 年 5 月 15 日に国王勅令 455 号によって批准された。1948 年 1 月１日イタリ
ア共和国憲法が発効すると、憲法制定議会は 1948 年憲法的法律第 2 号によって変更されたシチ
リア特別州憲章を審議した。 














法律は国法により設けられた制限を受ける（同第 17 条）。 
 元来、州議会で選出された州政府に帰属する行政権は州の立法権が所轄する、或いは国が州
に委託した事項に関して生じる（同第 20 条、第 21 条）。国と州の同数の代表者から成る委員会
が決定した施行規則を通して、国から州への行政機能や人員の移動が行われる。 
 財政に関して、特別州憲章は州の領域における国税収入の州への帰属、税に関する事項にお
ける州の自主性を定め（同第 36 条、第 37 条）、毎年、国家が州に「国内の連帯」という名目で
補助金を交付することを規定した（同第 38 条） 
 さらに特別州憲章は国の活動へ州機関が参画する際の多様な形態を定めた。州知事が州警察
の指揮者としての役割を担う場合（同第 31 条）や、あるいは州知事が州の利益に関する事項に
関して閣議に参加しうることを例としてあげることができる（同第 21 条）。 
 司法に関して、特別州憲章は州に関する事案に対し、最上級裁判所（破毀裁判所、国務院、
会計監査院）から分離したセクションをシチリアにおいて設けることを定めた（同第 21 条）。 
 最後に特別州憲章は州の法律が国家監察官の統制下におかれることを規定しており、監察官
                                                                 
1 1944 年 12 月 28 日国王代行勅令第 416 号 
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は上級裁判所において異議申し立てをすることができた。上級裁判所は国会と州議会より同数

















だとした2。特に 1957 年第 38 号判決は、シチリア上級裁判所の存在が憲法の定めた司法権の単
一性という最上位の原則と矛盾しているとし、1970 年第 6 号判決は刑法に関する権能をシチリ
ア上級裁判所に与えている特別州憲章の規定が違憲であると結論した。このような決定から、










                                                                 
2 1957 年憲法裁判所判決第 38 号，1970 年同第 6 号，1989 年同第 545 号 























 2001 年の憲法的法律第 2 号は州政府の形態を根本から刷新した。実質的には 1999 年の憲法
的法律第 1 号によって通常州に導入された規定がシチリア州や他の特別州に適用された。 
 シチリア特別州憲章の改正された９条は、州知事と同時に州知事が一員である州議会が直接




 憲章第 9 条の 3 項は政府の形態に関する規則を「憲章的法律」を通して州が修正する可能性
に言及している。 
 また、憲章第 9 条 2 項によれば、州評議会の理事の任命と解任は州知事に帰属している権能
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であり、理事は各行政分野に据えられる。 








は 1992 年イスラエルに導入され4、2001 年に廃止されたシステムに相似している。モーリス・
ドゥヴェルジェ［1958, 101ss.; 1961,106ss.］が唱えた新議会制という形態である。 
 州政府の新たな形態を特徴づける要素は２つの要素は選挙システムと「存在の時も共に、瓦
解のときも共に」という拘束として知られる州行政システム安定化のメカニズムである。 
 2001 年の改革により導入され、2005 年シチリア州法律第 7 号によって承認された独自の選挙
システムを通して、当然、議会における多数は知事に多数を確約する法の「作り物」となる。
言い換えれば知事を表現するのは政治的多数ではなく、知事が州議会における多数を決定する
のである［FUSARO, C. (2002), 134ss., 140ss.］。 
 シチリア特別州憲章第 10 条はシチリアの制度の中に憲法 126 条 c の 3 項によって通常州に規











                                                                 
3 2013 年の憲法的法律第 2 号がシチリア特別州憲章を修正し，憲法的法律の発効後，最初の州議会の改
選から州議員の数を 70 人へと縮小した。 
4 Sec.3, Basic Law: The Government (1992). 
5 2006 年憲法裁判所判決第 12 号，CATALANO, S. (2010), 243ss. 







 このモデルは 80 年代から既に危機に瀕しており、国家レベルでは 1994 年の選挙によって克
服された。州レベルでは州知事の直接選挙の導入以後、政治システムの再構成が起こり、強い
リーダー主義を帯びた政党が成功をおさめた。 
















 特別州憲章は憲章的法律、州法律と州条例という州の 3 つの法源を定めている。 
 2001 年の憲法的法律第 2 号による改革において、州政府に関する特別州憲章が脱憲法化した
ことは特段の意義がある。実際、新たな特別州憲章 41 号 2 は最初に学説が、後に憲法に関する
法規や判例が憲章的法律と呼んだ法によって「政府の形態に関する規定、9 条の 1 項、2 項、4
項と 10 条」を修正しうると定めた7。 
                                                                 
6 2006 年憲法裁判所判決第 12 号． 
7 RUGGERI, A. (1999), 239 憲法に関する判例や国の法規において見受けられると指摘している（2006
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特別州憲章が憲章的法律に留保したのは以下の 3 つの分野、すなわち、州議会の選挙システ
ム（シチリア特別州憲章第 3 条 1 項）、議員の過半数の辞職による州議会解散に関する規則（同
第 8 条 bis1 項）、州政府の形態（同第 9 条の 2 の 3 項、同第 41 条の 2）である。 
憲章的法律は州議会によって絶対的多数で承認された後、州官報に掲載される。5 分の 1 の
州議員、あるいは有権者の 50 分の 1 が承認住民投票を請求しうるように、シチリア特別州憲章
第 17 条の 2 の規定により、州議会が承認した憲章的法律は布告から 3 ヶ月後に発効する。州議









(1990), 131  ］という言葉で表現される。確かに「調和」の概念を憲法の単なる「尊重／一致」
に変換することが不可能であることに関して、ほぼ完全な同意がなされており［CARDONE, A. 
(2007), 181-182; OLIVETTI, M. (2002), 169; SPADORO, A. (2001), 463］、制限の正確な定義に関し
て多様な見解が提示されている。 










                                                                                                                                                                       
年憲法裁判所判決第 370 号，2008 年同第 164 号，2009 年同第 149 号。2008 年 10 月 7 日憲法裁判所補
則 19 条 2 号）。 
8 2001 年 10 月 23 日シチリア州法律第 14 号 2 条，10 条． 
9 2002 年憲法裁判所判決第 304 号． 










2001 年の憲法的法律に先立って、憲法 117 条が通常州に定めた立法権と比較すると、シチリ
ア特別州憲章はより大きな能力を州に認めている。特に州は排他的立法権（シチリア特別州憲
章第 14 条）や競合的立法権（同第 17 条）を有している。 






ようになったため、シチリア特別州憲章は独自性が薄くなってきている［LORELLO, L. (2000), 






                                                                 
10 2004 年憲法裁判所判決第 372 号，同 378 号，同 379 号． 
11 2002 年憲法裁判所判決第 304 号． 
12 サルデーニャ州特別州憲章第 3 条，トレンティーノ＝アルト・アディジェ州特別州憲章第 4 条，フリウー
リ＝ヴェネツィア・ジュリア州特別州憲章第 4 条，ヴァッレ・ダオスタ州特別州憲章第 2 条。憲法や特
別州憲章によって定められた立法権の多様な類型に関しては以下を参照。PALADIN, L. (1996), 315 ss.; 
BIN, R (1994), 173 ss.; ZAGREBELSKY, G. (1988), 223ss.; PALADIN, L. (1958), 179 ss. 
13 1979 年憲法裁判所判決第 86 号． 
14 1997 年憲法裁判所判決第 153 号，1995 年同第 153 号，1986 年同第 179 号，1978 年同第 21 号，1978 年
同第 21 号，1966 年同 79 号，FERRO, G.C.A. (2005), 639 ss.  













８．（承前） 憲法第 5章改正後の州の立法権 
 
 2001 年の憲法的法律 3 号はイタリア共和国の歴史において、より決定的な憲法改正となり、
国と州、州の下位に位置する自治体の関係を完全に設定しなおした。特に、州（下位の自治体）
に対する国の後見的機能を齎した重大な力の不均衡によって、国と州の地位が表されていた元




 2001 年憲法的法律第 10 条は、「新たな州主義」が旧特別州の中で拡大した過渡期の規定と言
える。制度が規定した唯一の条件は新たな第 5 章の適用から、既に認められていた自治の形態
の拡大が生まれることである。 
 この規定によって生じた主な問題は、シチリアを含む特別州憲章と前述の憲法 117 条で用い




ら生じる排他的立法権と憲法 117 条 4 項で通常州に帰属していた新たな立法権のうち、どちら
                                                                 
15 1963 年憲法裁判所判決第 49 号． 
16 1973 年憲法裁判所判決第 165 号，1969 年憲法裁判所判決第 18 号． 






























                                                                 
17 2003 年憲法裁判所判決第 48 号，2002 年憲法裁判所判決第 536 号． 
18 1957 年憲法裁判所判決第 38 号． 
19 2003 年憲法裁判所判決第 314 号． 
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 シチリア特別州憲章第 12 条 4 項は「州議会によって作成された法の施行のための条例・規則
は州政府によって発布されることを定めている」。 
 州知事が条例や規則を発布し（同第 13 条）、州評議会の裁決の前に23、シチリア州によって、
法務行政委員会が聴取された24。発布後に条例は会計院からの予備的な統制下におかれ25、州官
報で公布される。 
 2001 年の憲法的法律第 3 号の制定以前に、条例制定権の規定に関して通常州との最も大きな
                                                                 
20 1957 年憲法裁判所判決第 38 号． 
21 1961 年憲法裁判所判決第 61 号． 
22 2003 年憲法裁判所判決第 314 号． 
23 1962 年州法律 28 号第 4 条 1 項 7 号． 
24 1948 年委任立法令 654 号第 4 条 2 項． 
25 1948 年委任立法令 655 号第 2 条 1 項． 
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差異は、このような権能がシチリア州政府に帰していることである。 
 しかし、この権能の行使は稀であり、平均しておよそ 1 年に 2 度程であった。類似の状況は
2001 年の憲法改正以前に通常州においても見受けられるが、そのような状況は立法権と条例制
定権を州議会に帰属させることから説明しうる。この視点から見ると、シチリア州政府の稀な
条例作成は真に例外的である［TARLI BARBIERI, G. (2003), 104ss］。 
 州政府の形態のダイナミズムを考慮すると、権力の行使に関する慣習を説明しうる

















議に参加し、投票できること（21 条 3 項）、中央の司法機関の州における拠点と提携すること
（23 条）、財政の自立性がある独自の政府のあり方（32 条）などが挙げられるだろう。 
 憲法改正によって、より自治的に憲章の規定が再編されたことが確かであるからこそ、それ
以外の残存部分は政治的、制度的重要性を過去も現在も有している。そこでは特殊性の意義が
生き残り、過度に保護された。2001 年の憲法的法律第 3 号の発布以降、シチリア州の自治の見
直しは特殊性を保持する憲法改正の影響を受けた。また、改正は憲法の父が規定したよりずっ
                                                                 
26 SORRENTI, G. (2012), 205. 
27 CORSO, G. (1983), 1601. 
28 SORRENTI, G. (2012), 206. 





に、2001 年の憲法的法律第 3 号は憲法 5 章の新たな規定に沿った旧州憲章の自動的な修正を推




















ならない［PANJO, S.(2001), 519ss.; LA SPINA, A(2012), 131ss.］。 
 「ホームメイドの憲法」はシチリアが憲法の枠組みに参加するだけに留まるという制度的孤
立へとシチリアの現実を向かわせた。新たな憲法第 5 章のメカニズムに中央と地方の間の連携
装置を見出す可能性をシチリアが排除する時、国の発展とは異なる制度的、社会的、経済的な
発展を遂げることになる［VERDE, G.(2005), 263ss.］。憲章における国の一体性の言及は無用と
なり、憲法第 5 条に従って共和国が一体かつ分割不能性という根本的な原則に亀裂が生じるだ
ろう。 
